
愛　　　　　　板（１）令和元年６月15日 愛板５５９号

第
71
回
全
国
建
築
板
金
業

者
高
知
大
会
が
、
5
月
16
日

㈭
高
知
市
内
「
く
ろ
し
お
ア

リ
ー
ナ
」
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
よ
り
２
６
０
０
人

が
集
結
し
、
愛
知
県
板
か
ら

は
50
名
が
参
加
し
た
。

県
板
コ
ー
ス
で
は
5
月
15

日
㈬
、
理
事
長
を
除
く
23
名

が
、
名
鉄
観
光
の
バ
ス
で
高

知
に
向
け
、
名
古
屋
駅
西
口

を
午
前
8
時
出
発
（
午
前
7

時
40
分
集
合
）
し
た
。
高
速

道
路
の
集
中
工
事
を
考
慮
し

て
伊
勢
湾
岸
道
・
新
名
神
経

由
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り
、
淡

路
Ｓ
Ａ
に
て
昼
食
を
と
っ
た

後
、
大
鳴
門
橋
を
経
由
し
て
、

坂
本
龍
馬
像
の
あ
る「
桂
浜
」

で
記
念
撮
影
を
し
た
。
一
日

目
の
宿
泊
先
「
高
知
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
」
へ
向
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
午
後

6
時
に
近
く
の
土
佐
食
人

「
こ
う
じ
家
」
に
て
夕
食
と

な
っ
た
。

大
会
当
日
、
23
名
は
ホ
テ

ル
を
午
前
8
時
に
出
発
し
、

道
中
で
か
け
声
の
練
習
を
し

な
が
ら
会
場
に
向
か
っ
た
。

午
前
8
時
30
分
頃
に
会
場
へ

到
着
。
午
前
9
時
か
ら
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
見
学
し
た
。
鳴
子
踊

り
「
国
士
無
双
」
の
歓
迎
が

あ
り
、
午
前
10
時
か
ら
の
式

典
で
は
現
地
集
合
の
皆
と
合

流
し
た
。

恒
例
の
「
ウ
ォ
ー
」
も
力

強
か
っ
た
。
尚
、
今
回
表
彰

さ
れ
た
の
は
功
労
賞
二
名

（
西
川
氏
・
田
中
氏
）
と
「
第

一
回
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
」
技
能
競
技
の
部
最

優
秀
作
品
の
堀
井
氏
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
事
業
が
評
価
さ
れ
、

県
板
青
年
部
（
代
表	

望
月

氏
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

功
労
賞

西
川
貴
久
男
（
中
川
港
）

田
中　

義
久
（
豊　

田
）

第
一
回
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
　
技
能
競
技
の
部

最
優
秀
作
品

　

堀
井　

貴
義
（
知
多
）

青
年
部
優
秀
活
動
組
合
褒
賞

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
代
表

　

望
月　

克
治
（
刈
谷
）

大
会
終
了
後
、
会
場
内
で

食
事
を
と
り
、
小
野
寺
理
事

長
と
合
流
。
午
後
1
時
30
分

に
、24
名
は
日
本
三
奇
橋「
か

ず
ら
橋
」
に
向
か
っ
た
。
車

窓
か
ら
大
歩
危
峡
を
見
な
が

ら
午
後
6
時
頃
「
鳴
門
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
到
着
し
、

午
後
7
時
か
ら
の
懇
親
会
で
、

盛
り
上
が
っ
た
。

最
終
日
17
日
㈮
は
、
出
発

前
に
ホ
テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
で
記
念
撮
影
を
し
、
午
前

8
時
30
分
、
道
の
駅
「
う
ず

し
お
」
経
由
で
福
良
港
に
向

か
っ
た
。
鳴
門
観
潮
船
「
日

本
丸
」
に
乗
り
込
み
、
大
鳴

門
橋
下
の
干
潮
時
の
う
ず
し

お
を
見
学
し
た
。
約
一
時
間

程
度
の
遊
覧
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
同
じ
福
良
港
に
あ
る

「
う
ず
し
お
ド
ー
ム
」
で
食

事
と
な
っ
た
。
途
中
、
休
憩

を
取
り
な
が
ら
、
午
後
6
時

頃
、
名
古
屋
駅
西
口
に
到
着
、

解
散
と
な
っ
た
。

今
年
は
三
日
と
も
天
気
が

良
く
、
暑
い
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。

杉
本
（
豊
田
支
部
）

第 71回第 71回 全国建築板金業者高知大会全国建築板金業者高知大会
高知市「くろしおアリーナ」高知市「くろしおアリーナ」

令和元年 5 月 16 日（木）令和元年 5 月 16 日（木）

▲

大
会
風
景

▲

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▲

理
事
長
と
受
賞
者

▲

ウ
ォ
ー
！

▲

集
合
写
真



愛板５５９号 令和元年６月15日（２）愛　　　　　　板

理
事
長
熱
田
南
小
野
寺
俊
一

理

事

西

鈴
木　

準
一

理

事
岩

倉
荒
木　

勝
己

副
理
事
長
千

種
後
藤　
　

実

〃

中

村
鈴
木　

修
治

〃

西

春
橋
本　
　

強

〃

瑞

穂
谷
倉　

好
光

〃

中

浅
井　

裕
一

〃

岡

崎
石
原　

晴
久

〃

東

三
松
浦　

正
行

〃

昭

和
松
井　

浩
司

〃

碧

南
石
川　

政
徳

専
務
理
事
事
務
局
北
出　

明
治

〃

瑞

穂
倉
地　
　

浩

〃

刈

谷
望
月　

克
治

常
務
理
事
一

宮
湯
浅　

伸
明

〃

熱
田
南
稲
熊　

勝
美

〃

豊

田
田
中　

義
久

〃

瀬

戸
大
山　

耕
平

〃

中
川
港
西
川
貴
久
男

〃

安

城
岩
﨑　
　

崇

〃

岡

崎
石
原　

晴
久

〃

緑

白
木　

義
一

〃

西

尾
森　
　

勝
徳

〃

岡

崎
清
水　

三
男

〃

一

宮
小
木
曽
重
男

〃

知

立
野
田　

和
彦

〃

碧

南
神
谷　

定
幸

〃

瀬

戸
磯
村　
　

晶

〃

幡

豆
二
村　

規
之

〃

豊

田
杉
本　
　

忍

〃

春
日
井
樋
口　

弘
司

〃

知

多
山
下　

政
樹

〃

知

多
山
内　

政
明

〃

津

島
水
野　

勝
己

〃

東

三
河
田　

雅
彦

〃

知

多
神
谷　
　

聡

〃

犬

山
小
川　

國
雄

監

事
熱
田
南
松
野　
　

茂

〃

東

三
河
田　

雅
彦

〃

江

南
猪
子　

佳
徳

〃

瀬

戸
磯
村　

信
夫

理

事
千

種
後
藤　
　

実

〃

小

牧
一
色　

拓
也

〃

岡

崎
山
内　

和
夫

〃

東

北
佐
藤　

秀
樹

〃

稲

沢
小
林　

三
春

青
年
部
部

長
堀
井　

貴
義

5
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

4
日	

技
研
委
員
会
・
保
証
委
員
会

10
日	

技
能
検
定
事
務
打
合
せ

	

於　

県
訓
練
会
館

	

出
席
者　

湯
浅
委
員
長
・
専
務

15
日	

全
板
連　

通
常
総
会

	

於　

ホ
テ
ル
日
航

高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル

15
日	

全
板
高
知
大
会　

前
夜
祭

	

於　

ホ
テ
ル
日
航

高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル

16
日	

全
板
高
知
大
会　

式
典
・
展
示
会

	

於　

く
ろ
し
お
ア
リ
ー
ナ

26
日	

愛
知
県
総
合
職
業
訓
練
協
会

通
常
総
会

	

於　

東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦

	

出
席
者　

理
事
長

27
日	

中
部
ダ
ク
ト
総
会

	

於　

ザ
グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル

	

出
席
者　

理
事
長

30
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

【
各
支
部
】

中
村
支
部

28
日　

定
例
会	

6
名

・
県
板
・
名
古
屋
連
合
の
行
事
予

定
の
確
認
と
池
田
商
店
様
よ
り

市
場
動
向
の
話

瑞
穂
支
部

1
日　

定
例
支
部
会	

14
名

瀬
戸
支
部

16
日　

全
板
大
会	

4
名

17
日　

瀬
戸
支
部
懇
親
会	

4
名

・
高
知
観
光

犬
山
支
部

16
日　

支
部
会	

5
名

・
保
証
制
度
つ
い
て

刈
谷
支
部

8
日　

定
例
会	
6
名

・
情
報
交
換
等

碧
南
支
部

23
日　

役
員
会	

3
名

・
健
康
診
断
に
つ
い
て

・
夏
の
太
子
講
に
つ
い
て

豊
田
支
部

13
日　

定
例
会	

13
名

・
県
板
等
各
種
報
告

西
尾
支
部

21
日　

役
員
会	

7
名

・
研
修
会
に
つ
い
て

・
全
板
大
会
の
報
告

知
多
支
部

21
日　

理
事
会	

14
名

・
献
血
・
勉
強
会
に
つ
い
て

28
日　

理
事
・
役
員
会	

19
名

東
三
支
部

22
日　

三
役
会	

4
名

31
日　

商
社
三
役
懇
談
会	

7
名

青
年
部

16
日　

全
板
大
会	

4
名

天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
新

元
号
「
令
和
」
の
時
代
が
、

始
ま
っ
た
。

「
平
成
」
に
な
っ
た
の
が
、

つ
い
最
近
の
様
な
気
が
す
る

の
に
。も
う
、三
十
年
も
経
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
・
・
・
。

改
元
に
伴
い
、ア
ッ
プ
デ
ー

ト
待
ち
の
エ
ク
セ
ル
も
、
新

元
号
に
対
応
で
き
て
一
安
心

だ
。
し
か
し
、
自
己
満
足
な

の
だ
が
「
令
和
元
年
」
と
書

き
た
い
。
書
式
設
定
で
「
令

和
元
年
」
と
表
示
す
る
様
に

し
た
。
当
面
は
、
面
倒
な
の

で
、
す
ぐ
に
必
要
な
物
だ
け

変
更
し
て
い
る
。
来
年
に
な

れ
ば
、
こ
の
手
間
も
減
る
の

だ
ろ
う
。

新
し
い
「
令
和
」
の
時
代

が
組
合
員
皆
様
に
と
っ
て
良

い
時
代
に
な
り
ま
す
様
、
祈

念
い
た
し
ま
す
。	

五
月
三
十
日
㈭

五
五
九
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名

松
浦
副
理
事
長　

出
席

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

4
月
24
日
㈬
午
後
3
時
、

愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
大
研

修
室
に
於
い
て
、
第
63
期
愛

知
県
板
金
技
能
専
門
校
の
修

了
式
並
び
入
校
式
が
開
催
さ

れ
た
。

開
式
の
辞
、
国
歌
斉
唱
後

に
、
愛
知
県
板
金
総
合
職
業

訓
練
協
会
井
藤
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
今
日
修
了
す
る
訓

練
生
に
3
年
間
4
2
0
0
時

間
の
訓
練
に
労
い
の
言
葉
を

か
け
、
ま
た
、
入
校
生
に
は

激
励
の
言
葉
を
か
け
た
。

来
賓
紹
介
で
は
、
愛
知
県

労
働
局
産
業
人
材
育
成
課
・

田
中
栄
二
氏
、
名
古
屋
市
市

民
経
済
局
産
業
部
産
業
労
働

課
・
古
田
あ
ゆ
み
氏
、
愛
知

県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
久

保
田
勇
男
氏
、
他
8
名
関
係

団
体
か
ら
の
来
賓
を
紹
介
し

た
。修

了
式
で
は
10
名
に
修
了

証
、
技
能
照
査
合
格
証
を
授

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
優
良
訓

練
生
、
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
者
を
表
彰
し
た
。

入
校
式
で
は
2
名
の
氏
名

が
紹
介
さ
れ
た
。

愛
知
県
知
事
、
名
古
屋
市

長
、
愛
知
県
職
業
能
力
開
発

協
会
会
長
、
愛
知
県
板
金
工

業
組
合
理
事
長
か
ら
祝
辞
を

賜
っ
た
。

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校

浅
井
校
長
が
訓
辞
を
述
べ
、

修
了
生
代
表
・
浅
野
朋
幸
君

が
答
辞
、
入
校
生
代
表
・
谷

倉
大
樹
君
が
宣
誓
を
行
っ
た
。

閉
式
の
辞
で
午
後
4
時
終

了
し
た
。

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校

64
期
生　

4
名

65
期
生　

3
名

66
期
生　

2
名

本
田
（
中
川
港
支
部
）

編
集
後
記

第 24期　役 職 者 名 簿

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校

修
了
式
並
び
入
校
式

修
了
式
並
び
入
校
式

▲ 修了証授与風景


